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　 　 　 輸送 障壁 形 成 な どは核 融合 プ ラズ マ に と っ て極 め て重 要 であ

るが、そ の 機構 解 明 はい ま だ不十 分で あ る。その 最 大 の 原 因 は、高温

プ ラズ マ 中の 揺動計測、特に 、密度揺動、温度揺動、プ ラ ズ マ 電位揺

動の 高時間、高空間分解能で の 相関計測が 困難で あるこ とに起因 して

い る。KadomLsev の 次 元的相 似 性仮 説 に基づ き、　CHS で は高温 プ ラズ

マ の 輸送 特性 を極 低磁 場 で 生成 した 低温・低 密 度 プ ラ ズ マ に よ り模 擬

す る とい う新 しい 視点の 研 究を進 め て きた ［2，3］。こ の よ うな低温
・

低 密 度 プ ラズ マ （n。＝0．1−5Xle
］Tm −s，　Te；5−30eV＞ で は静電 プ ロ

ー
ブに

よ り揺動 の 相 関計 測が 可 能 で ある 。0，1T 以 下の ト ロ イ ダル 磁 場で

2．45GHz マ イ クロ 波 によ り生成 したプ ラズ マ で は、規 格化 ジャ イ ロ 半

径p。＊は e．　04−0．06 と大 きい が規格 化衝 突周 波数 は v＊＝0．Oi−1、べ 一
タ

値β、（〈0．2％）の パ ラ メ ータ 領域が 実現 され 、高磁 場で の 高温 プ ラ ズ マ

とほぼ同程度 な っ て い る。
　　　 高温 の ヘリカ ル プ ラ ズ マ と同様に 低 v ＊プ ラ ズ マ で は 電 子 ル

ー

トプ ラ ズマ が生成 され る。ま た 、ECH 重畳 に よ り尖頭 化 した 電 子 密度

分布 が 実現 され る こ とを観 測 した 。その 例 を、図 1 に示す。ρ〈0．5 に

急峻 な密 度 勾配 を有 す る領域 が形成 され る。中性粒 子 が プ ラズ マ 中心

まで 浸透 して お り コ ア 部で の 電離に よ り粒 子 補給が 行わ れ て い る が 、
周辺 部 で は急速 に電 子 密度 の 低 下 が 起 こ る。実効 的粒 子拡 散係 数 が 急

峻 な密 度勾 配領域で 低下 して い る。ρく0．5 の 領域で は ECH重畳 前 に比

べ 、径電場 Er は 低下 し 、電子 温度分布 勾配 は 正 か らほ と ん ど 〜O と

変化 す る。．一
方、10kHz 以 下の 低 周 波密度 揺 動の 低 下が観 測 され て い

るが、密 度 分布 の 先 頭化 の 機 構 は不 明で あ る。ま た 、加 熱電 力 の 増 大

に伴 っ て 静 か なプ ラ ズ マ か ら乱 流 状態へ遷 移 す る よ うな プ ラ ズ マ 生

成実験も行 っ た。詳細は ポス ターに て 発表する 。
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図 1 　EC日 を t＝120ms か ら重畳 し た ときの 電子 密度、電

子 温度 、プ ラ ズ マ 電位 分布 の 時 間変 化
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1．研究の 口的

ペ レ ッ ト入射研究にお いて 、ペ レ ッ ト入射法 の 有効 性、及び最適入射パ ラメータを

調べ るには 、プラズマ 中での ペ レ ッ トの溶 発率、すなわちペ レ ッ トによる粒 子デ ポジ

シ ョ ン を計算する必要 がある。本研究で は 、ペ レ ッ トア ブ レ
ー

シ ョン に敏感に 影響を

及ぼす可鬮生があるペ レ ッ トサイ ズに着 目し、ペ レ ッ ト入射に伴 うプラズ マ パ ラメ
ー

タの変化や溶発率分布等 の シ ミュ レ ーシ ョ ン を行 っ た，この シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を行 う

上で 、プ ラズマ 中で の 溶発率分布を求める ために 開発 され た溶発率分布計算コード

「  TE」 を用い た。
2．結果と考察

　図 1 は Mlil。 ra モ デル の self −limiting　ablation 　process による ペ レ ッ ト進入深 さ

と溶発率の 計算例 （CHS プ ラズ マ への入射） を示 してい る。ここで、ペ レ ッ トサイ

ズ は O．1〜1．Omm まで 0．　lmm 毎に変化 させて ある 。ペ レ
ッ トサイ ズ が O．8mm 以

．
E

の 領域で は 、ペ レ ッ トは プ ラズ マ 中で完全に溶発 してい る。また 、0、8mm より大きい

サイ ズの領域では ベ レ ッ トは プラズヤ 中を通過 してい る。このよ うに、ペ レ ッ ト溶発

率はペ レ ッ トサイズ に敏感に 影響を受けてい る ことが わかる。さらに、本研究で は現

在、制御 ロ ッ ドを用い るこ とによ り直径 1、4mm の 円筒状ペ レ ッ トの サイズ を O．5〜
3．Omm まで連続的に変更 させ ることの できるサイズ可 変式アイ ス ペ レ ッ トイ ン ジ ェ

ク タ
ー

の 開発 を行って きた。ペ レ ッ ト生成部の 構造 と生成動作につ い ての い くっ かの

工夫に より、最終的 に、ペ レ ッ トサイズの 設定値と実 際の 射出サ イズが
一
致する特性

が得られ るこ ととな っ た （図2 ）。
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図 1 ：Miloraモ デル によるベ レ ソ ト進 入深 さと溶 発率の 計算例 （CIIS ）
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図 2 ： ペ レ ッ ト設定サイ ズと実 際のペ レッ トサイ ズの 関係
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